
―「ひょうごオンリーワン企業」に認定された感想をお聞 
 かせください

　中小企業にとって、最高の勲章だと思います。特に弊社の
場合、企業ポリシーとして、高齢者が主役になれる事業の創
出と、雇用の場づくりを目指してきただけに、ひょうごオン
リーワン企業に選ばれたことは、製品開発と高齢者の「技」
を認定していただいたようで、二重の喜びとなっています。

― 創業のきっかけと現在の事業を教えてください

　今からちょうど30年前、私の勤務先の下請設計会社の代
表者が病死され、その会社の従業員が困り果て、顔見知りの
従業員が私のところへ相談に来ました。私がお節介を焼き、
その従業員5人の零細企業の経営を、友人に託したのが当
社のスタートです。その後、勤務先の会社を58歳で退職し、
関連会社の役員に就任していたのですが、しばらくすると友
人から高齢につき社長を引退したいとの申し出があり、私が
零細企業を引き受けることになりました。現在の事業は、
オーダーメイド梯子の設計・開発・販売、鉄道車両改造設計、
鉄道に関わるコンサルティング業務の3本柱で行っています。

― 経営者として、大切にしてこられた想いは何ですか？

　社長に就任した私は、財力も知力も人力もない中で、敢え
て大きな夢の経営目標を自分の心の中に描きました。会社
を経営することは、会社の規模に関わらず、常に挑戦するこ
と、目標を持つことだと常々考えていたからです。目標は３
つ。一つ目は、新製品の開発による小さな独立事業（すき間
事業）、二つ目は鉄道車両設計の受注先の拡大、そして三つ
目は、少子高齢化を見据えた高齢者活用事業への参入でし
た。おかげさまで現在では、鉄道車両の熟年技術者が社会
の主役として働く企業という、理想の環境を整えることがで
きました。

― 認定のきっかけになった「鉄道車両用非常脱出梯子」に 
 ついてお聞かせください

　弊社が鉄道車両用非常脱出梯子を手がけることになった
のは2004年のこと。きっかけは国内の鉄道車両メーカー
が、台湾の高速鉄道車両を受注し、それに搭載する梯子の開

発の依頼から始まりました。多発する地震や、鉄道の火災・
故障・事故時に、速やかに車両から脱出・避難を行うための
対策強化が求められる中、入札仕様書に示された厳しい仕
様への挑戦から弊社の鉄道車両用非常脱出梯子「スーパー
クイック・ラダー」は生まれました。
その梯子の仕様を書いた世界を代表する鉄道車両メーカー、
フランスのアルストム社が示した条件は「非常時に列車の乗
客全員が3分以内に脱出できる」「飛行機のタラップのよう
に、手すり付きで前向きに降車できる」「コンパクトに折り畳
め、重量は15キロ以内」「脱出場所の条件により、梯子の長
さが速やかに変更できる」「80キロの体重の人が同時に3
人梯子に乗っても破壊されない構造」など、非常に厳しいも
のでした。国内の梯子メーカーは、どこも断ったほどの案件
だったんです。弊社でも車両メーカーのOBが中心になり、
様々な構造を試みましたが、いずれも不可能という結論にな
り一度は辞退したんです。

― 開発が成功した突破口はどこにあったのですか？

　当初は、家庭用の脚立の延長線上の発想で、アングル材
（山形の形状をした鋼材「等辺山形鋼」が正式名称）による
構造ばかりを試みていたんです。しかし、それでは重量15キ
ロ以内という条件をどうしてもクリアできず、50キロになっ
てしまいます。その時ひらめいたのが、知人の会社で扱って

いる建築用のパイプ構造の伸縮式はしごでした。周囲の人
は機械構造の梯子のイメージを強く持っていたため「伸縮式
の梯子なんてダメだ」と言われましたが、手づくりで手すりを
こしらえ、試作品を発注元の担当者に見せたところ、構想と
しては合格という回答を得たんです。それから弊社のベテラ
ン技術者の知恵を結集し、ようやく日の目を見ることになり
ました。

― 今では国内シェア90％の看板商品になられています

　台湾の高速鉄道に納入後、鉄道雑誌に掲載された梯子の
記事を見て、JR東日本高崎支社から問い合わせが入りまし
た。弊社の鉄道車両用非常脱出梯子は、すべてオーダーメイ
ド製品です。梯子の長さ、ステップの段数、設置時に梯子を
ワンタッチで固定する機構に至るまで、納入先である鉄道
会社の車両構造、線路条件に合わせて設計します。私と梯子
開発の技術担当者で、神戸から群馬県高崎市までデモンス
トレーション用の車を運転して何度も通い、試作品を見せて
は先方の要望を聞き、持ち帰って改造してまた持っていく。
そんなことを繰り返して、ようやく梯子が完成しました。その
後、北海道から九州まで国内ほぼすべての鉄道会社から問
合せや発注が次々に入り、今では弊社の売上のおよそ半分を
占める看板商品に成長しています。

― そんな画期的な新製品を生み出した技術の
 強みは何ですか？

　一つは、鉄道車両設計会社と伸縮梯子メーカーとのコラボ
レーションによる、異業種の技術の結合。そしてもう一つは、
弊社が梯子メーカーではなく、鉄道車両設計メーカーであっ
たことです。JRをはじめ公営地下鉄、私鉄との取引が順調に
推移した要因は、ここにあると思っています。梯子を設計す
る技術力だけではなく、車両の構造に詳しく設計に強いこと
と、製品がうまくマッチしたんです。車両は一軒の家のよう
なもの。トイレやキッチンといった水まわりや電気の配線、

騒音に対する防音構造、振動対策も必要です。また、自動車
のような要素もあります。建築、電気、機械などあらゆる知
識が必要な経験工学が求められます。弊社は、長年、車両設
計に携わってきた経験豊富な熟年技術者が多数在籍してい
ます。彼らの力がすべてでした。これは、他の梯子メーカーに
は真似のできない強みの一つだと思っています。

― 熟年技術者のパワーを活用することが経営戦略の
 特徴ですね

　梯子の開発に着手してから今日まで13年が経過していま
すが、最初から一貫して高齢者が主役になり、事業を推進し
てきました。現在、当社の梯子事業を担っている人員は6人
半です。この「半人」は将来の事業承継を担う若手設計担当
ですが、他の6人の平均年齢は74歳で、全員第二の人生を
謳歌している人たちです。弊社の最大の強みは、定年退職し
た高齢者を経営戦略として雇うこと。社員70人のうち、40
人が65歳以上の熟年技術者なんです。しかもその全員が、
鉄道車両メーカーなどで技術設計に携わってきたプロフェッ
ショナルばかり。週に何日、何時間働くのか、いつ休むのかな
ど、就業スタイルはすべて自分で決めて働いています。一方、
梯子の開発・製造にあたっては、伸縮梯子メーカーとの協業
をはじめ、ゴム製品や機械加工など、あらゆる面で地元の中
小企業のご協力をいただいています。
高齢化社会のこれからは、フリースタイルの働き方を採り入
れた熟年技術者の経験や技、知恵の活用と、近隣の中小企
業との連携が、オンリーワン企業を生み出す力になるのでは
と思っています。

― 今後の展望をお聞かせください

　規模の拡大ではなく、小粒でも存在感のある企業を目指
したいと思っています。そのために、事業承継を確実に進め
なければなりません。中小企業の最大の課題は、事業承継者
を見つけること。お客様に迷惑をかけないよう、事業を続け
られる体制をいかに作るかです。弊社においても、今の事業
を次の人にバトンタッチして、安定した製品の供給を維持し
ていくことが課題です。

もう一つは、新事業として「生き甲斐創業塾（仮）」の開設を
目指したいと思っています。個人、特に高齢者が第二の人生
の生き甲斐として、新製品開発に取り組むことをサポートし
たいと思っています。生活に密着したおもしろいもの、新し
い発想に取り組んでいきたいですね。現在はその第1号とし
て、公益財団法人ひょうご産業活性化センターが進める「ク
リエイティブ起業創出事業」で2017年に採択者の一人の方
が考えた介護機器の開発支援と、試作品の製造を支援して
います。

―「オンリーワン企業」をめざす企業へメッセージを
 お願いします

　「挑戦しない限り、不可能の言葉を可能には変えられない。
夢や目標を持たない限り、目標は近づいてこない。」これま
で３つの会社で、60年間働いてきて得た私の信条です。ど
んな企業でも、従業員が誇りに感じるオンリーワンの製品開
発は可能です。そのオンリーワンを引き寄せるカギは、高齢
者の知恵の活用だと私は考えています。
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― 創業のきっかけと現在の事業を教えてください

　今からちょうど30年前、私の勤務先の下請設計会社の代
表者が病死され、その会社の従業員が困り果て、顔見知りの
従業員が私のところへ相談に来ました。私がお節介を焼き、
その従業員5人の零細企業の経営を、友人に託したのが当
社のスタートです。その後、勤務先の会社を58歳で退職し、
関連会社の役員に就任していたのですが、しばらくすると友
人から高齢につき社長を引退したいとの申し出があり、私が
零細企業を引き受けることになりました。現在の事業は、
オーダーメイド梯子の設計・開発・販売、鉄道車両改造設計、
鉄道に関わるコンサルティング業務の3本柱で行っています。

― 経営者として、大切にしてこられた想いは何ですか？

　社長に就任した私は、財力も知力も人力もない中で、敢え
て大きな夢の経営目標を自分の心の中に描きました。会社
を経営することは、会社の規模に関わらず、常に挑戦するこ
と、目標を持つことだと常々考えていたからです。目標は３
つ。一つ目は、新製品の開発による小さな独立事業（すき間
事業）、二つ目は鉄道車両設計の受注先の拡大、そして三つ
目は、少子高齢化を見据えた高齢者活用事業への参入でし
た。おかげさまで現在では、鉄道車両の熟年技術者が社会
の主役として働く企業という、理想の環境を整えることがで
きました。

― 認定のきっかけになった「鉄道車両用非常脱出梯子」に 
 ついてお聞かせください

　弊社が鉄道車両用非常脱出梯子を手がけることになった
のは2004年のこと。きっかけは国内の鉄道車両メーカー
が、台湾の高速鉄道車両を受注し、それに搭載する梯子の開

発の依頼から始まりました。多発する地震や、鉄道の火災・
故障・事故時に、速やかに車両から脱出・避難を行うための
対策強化が求められる中、入札仕様書に示された厳しい仕
様への挑戦から弊社の鉄道車両用非常脱出梯子「スーパー
クイック・ラダー」は生まれました。
その梯子の仕様を書いた世界を代表する鉄道車両メーカー、
フランスのアルストム社が示した条件は「非常時に列車の乗
客全員が3分以内に脱出できる」「飛行機のタラップのよう
に、手すり付きで前向きに降車できる」「コンパクトに折り畳
め、重量は15キロ以内」「脱出場所の条件により、梯子の長
さが速やかに変更できる」「80キロの体重の人が同時に3
人梯子に乗っても破壊されない構造」など、非常に厳しいも
のでした。国内の梯子メーカーは、どこも断ったほどの案件
だったんです。弊社でも車両メーカーのOBが中心になり、
様々な構造を試みましたが、いずれも不可能という結論にな
り一度は辞退したんです。

― 開発が成功した突破口はどこにあったのですか？

　当初は、家庭用の脚立の延長線上の発想で、アングル材
（山形の形状をした鋼材「等辺山形鋼」が正式名称）による
構造ばかりを試みていたんです。しかし、それでは重量15キ
ロ以内という条件をどうしてもクリアできず、50キロになっ
てしまいます。その時ひらめいたのが、知人の会社で扱って

いる建築用のパイプ構造の伸縮式はしごでした。周囲の人
は機械構造の梯子のイメージを強く持っていたため「伸縮式
の梯子なんてダメだ」と言われましたが、手づくりで手すりを
こしらえ、試作品を発注元の担当者に見せたところ、構想と
しては合格という回答を得たんです。それから弊社のベテラ
ン技術者の知恵を結集し、ようやく日の目を見ることになり
ました。

― 今では国内シェア90％の看板商品になられています

　台湾の高速鉄道に納入後、鉄道雑誌に掲載された梯子の
記事を見て、JR東日本高崎支社から問い合わせが入りまし
た。弊社の鉄道車両用非常脱出梯子は、すべてオーダーメイ
ド製品です。梯子の長さ、ステップの段数、設置時に梯子を
ワンタッチで固定する機構に至るまで、納入先である鉄道
会社の車両構造、線路条件に合わせて設計します。私と梯子
開発の技術担当者で、神戸から群馬県高崎市までデモンス
トレーション用の車を運転して何度も通い、試作品を見せて
は先方の要望を聞き、持ち帰って改造してまた持っていく。
そんなことを繰り返して、ようやく梯子が完成しました。その
後、北海道から九州まで国内ほぼすべての鉄道会社から問
合せや発注が次々に入り、今では弊社の売上のおよそ半分を
占める看板商品に成長しています。

― そんな画期的な新製品を生み出した技術の
 強みは何ですか？

　一つは、鉄道車両設計会社と伸縮梯子メーカーとのコラボ
レーションによる、異業種の技術の結合。そしてもう一つは、
弊社が梯子メーカーではなく、鉄道車両設計メーカーであっ
たことです。JRをはじめ公営地下鉄、私鉄との取引が順調に
推移した要因は、ここにあると思っています。梯子を設計す
る技術力だけではなく、車両の構造に詳しく設計に強いこと
と、製品がうまくマッチしたんです。車両は一軒の家のよう
なもの。トイレやキッチンといった水まわりや電気の配線、

騒音に対する防音構造、振動対策も必要です。また、自動車
のような要素もあります。建築、電気、機械などあらゆる知
識が必要な経験工学が求められます。弊社は、長年、車両設
計に携わってきた経験豊富な熟年技術者が多数在籍してい
ます。彼らの力がすべてでした。これは、他の梯子メーカーに
は真似のできない強みの一つだと思っています。

― 熟年技術者のパワーを活用することが経営戦略の
 特徴ですね

　梯子の開発に着手してから今日まで13年が経過していま
すが、最初から一貫して高齢者が主役になり、事業を推進し
てきました。現在、当社の梯子事業を担っている人員は6人
半です。この「半人」は将来の事業承継を担う若手設計担当
ですが、他の6人の平均年齢は74歳で、全員第二の人生を
謳歌している人たちです。弊社の最大の強みは、定年退職し
た高齢者を経営戦略として雇うこと。社員70人のうち、40
人が65歳以上の熟年技術者なんです。しかもその全員が、
鉄道車両メーカーなどで技術設計に携わってきたプロフェッ
ショナルばかり。週に何日、何時間働くのか、いつ休むのかな
ど、就業スタイルはすべて自分で決めて働いています。一方、
梯子の開発・製造にあたっては、伸縮梯子メーカーとの協業
をはじめ、ゴム製品や機械加工など、あらゆる面で地元の中
小企業のご協力をいただいています。
高齢化社会のこれからは、フリースタイルの働き方を採り入
れた熟年技術者の経験や技、知恵の活用と、近隣の中小企
業との連携が、オンリーワン企業を生み出す力になるのでは
と思っています。

― 今後の展望をお聞かせください

　規模の拡大ではなく、小粒でも存在感のある企業を目指
したいと思っています。そのために、事業承継を確実に進め
なければなりません。中小企業の最大の課題は、事業承継者
を見つけること。お客様に迷惑をかけないよう、事業を続け
られる体制をいかに作るかです。弊社においても、今の事業
を次の人にバトンタッチして、安定した製品の供給を維持し
ていくことが課題です。

もう一つは、新事業として「生き甲斐創業塾（仮）」の開設を
目指したいと思っています。個人、特に高齢者が第二の人生
の生き甲斐として、新製品開発に取り組むことをサポートし
たいと思っています。生活に密着したおもしろいもの、新し
い発想に取り組んでいきたいですね。現在はその第1号とし
て、公益財団法人ひょうご産業活性化センターが進める「ク
リエイティブ起業創出事業」で2017年に採択者の一人の方
が考えた介護機器の開発支援と、試作品の製造を支援して
います。

―「オンリーワン企業」をめざす企業へメッセージを
 お願いします

　「挑戦しない限り、不可能の言葉を可能には変えられない。
夢や目標を持たない限り、目標は近づいてこない。」これま
で３つの会社で、60年間働いてきて得た私の信条です。ど
んな企業でも、従業員が誇りに感じるオンリーワンの製品開
発は可能です。そのオンリーワンを引き寄せるカギは、高齢
者の知恵の活用だと私は考えています。



　頻発する地震、予期せぬ車両火災、突然ふりかかる列車
事故。そんな緊急・非常時の列車から迅速かつ安全な脱出
を実現させたのが、株式会社テクノエースの鉄道車両用非
常脱出梯子「スーパークイック・ラダー」です。鉄道総合技
術研究所の実験では、30分以上を要していた非常時の脱
出が、3分（梯子運搬・設置を含めて5分）以内に完了する
ことが確認されています。後ろ向きに一人ずつ降りるしか
なかった従来の脚立型の非常梯子に対し、飛行機のタ
ラップのように、手すりを持ちながら迅速かつ安全に前向
き降車ができるうえ、体重80キロの人間が同時に3人
乗っても耐えられる丈夫な構造であるため、脱出時間の

短縮が可能になったのです。
一方、取り扱い方法も簡単かつシンプルです。梯子を床に
置いて手すりを起こし、掛金を出入り口の床レールに掛け、
ステップのバンドを解くだけ。組み立てる必要もなく3ス
テップで装着が可能です。さらに脱出場所の軌道の環境
に応じて梯子が伸縮する機構を採用。梯子の脚が地面に
設置するまで自重で伸長するため、誰でも簡単に設置で
きます。軽量かつコンパクトで持ち運びも簡単。国内の鉄
道会社の、およそ90％に採用されています。

T01
機能・安全・収納に熟年プロフェッショナルの技が集結！



1989年 従業員5人の鉄道車両設計事務所設立

2000年 アーケード屋根電動開閉装置製作・施工事業参入

2001年 一般労働者派遣事業許可取得・高齢技術者派遣を開始

2004年 鉄道車両用非常脱出梯子事業開始
 兵庫県地域産業活性化補助認定

2006年 鉄道車両用非常脱出梯子 グッドデザイン賞受賞

2009年 新幹線屋根昇降梯子 グッドデザインひょうごに選定

2016年 鉄道車両用非常脱出梯子10000台出荷達成


